
ま
ず
第
一
に

地
震
防
災
対
策
に

取
り
組
む

　
自
然
災
害
に
は
、
地
震
の
他
に
も

洪
水
や
台
風
、
津
波
な
ど
に
よ
る
被

害
が
あ
り
ま
す
。
人
口
が
密
集
し
て

い
る
都
市
部
、
あ
る
い
は
産
業
施
設

が
数
多
く
あ
る
地
域
な
ど
で
大
地
震

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
他
の
災
害

に
比
べ
甚
大
な
被
害
が
想
定
さ
れ
る

た
め
、
企
業
に
と
っ
て
地
震
対
策
は

第
一
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
い
え

ま
す
。

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
地
震

被
害
と
リ
ス
ク
を
事
前
分
析

　
地
震
防
災
対
策
に
は
、
平
常
時
の

対
策
と
被
災
時
の
対
策
が
あ
り
ま
す
。

平
常
時
の
対
策
で
は
、
事
前
分
析
と

し
て
、
施
設
や
敷
地
周
辺
の
リ
ス
ク

ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
防
災

診
断
や
耐
震
診
断
な
ど
に
よ
っ
て
、

施
設
本
体
の
耐
震
性
能
は
も
と
よ
り
、

建
築
設
備
、
生
産
設
備
、
家
具
・
什

器
な
ど
の
安
全
性
を
分
析
し
ま
す
。

ま
た
、
敷
地
周
辺
の
地
震
発
生
確
率

や
地
震
危
険
度
、
地
盤
液
状
化
を
評

価
す
る
解
析
技
術
や
、
避
難
経
路
を

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
シ
ス
テ
ム

に
よ
っ
て
、
よ
り
正
確
な
リ
ス
ク
ア

セ
ス
メ
ン
ト
が
行
え
ま
す
。

被
害
軽
減
の
要
、
施
設
の
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
面
で
の
対
策

　
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
よ
る
結

果
を
基
に
、
施
設
の
ハ
ー
ド
面
、
ソ

フ
ト
面
に
対
し
て
防
災
対
策
を
行
う

こ
と
が
、
被
害
軽
減
の
要
と
な
り
ま

す
。
ハ
ー
ド
面
で
の
対
策
は
、
主
に

施
設
の
耐
震
・
制
震
・
免
震
化
で
す
。

液
状
化
が
予
想
さ
れ
る
地
域
で
は
、

地
盤
改
良
技
術
の
導
入
も
重
要
な
検

討
課
題
の
一
つ
で
す
。
一
方
ソ
フ
ト

面
に
お
い
て
は
、
B
C
P
策
定
と
そ

の
見
直
し
、
従
業
員
の
教
育
と
訓
練
、

取
引
先
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
の

協
力
体
制
強
化
な
ど
が
対
策
項
目
と

し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

災
害
の
拡
大
を
防
ぐ
初
動
対
応

の
重
要
性

　
被
災
時
の
対
策
で
は
、
初
動
対

応
が
災
害
の
拡
大
を
防
ぐ
上
で
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
従

業
員
の
安
全
確
保
、
施
設
の
被
害

状
況
の
把
握
な
ど
を
迅
速
に
行
う

こ
と
で
、
二
次
災
害
を
防
げ
ま
す
。

最
近
で
は
、
気
象
庁
か
ら
配
信
さ

れ
る
「
緊
急
地
震
速
報
」
を
活
用

し
た
防
災
シ
ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ

て
い
ま
す
。
地
震
の
揺
れ
が
到
着

す
る
前
に
、
従
業
員
へ
安
全
確
保

を
促
し
た
り
、
建
物
の
被
災
度
を

予
測
す
る
な
ど
し
て
、
支
援
計
画

の
策
定
や
対
策
組
織
の
立
ち
上
げ

が
迅
速
に
行
え
る
と
い
っ
た
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
、
初
動
対
応
に
大
い

に
役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

企
業
活
動
の
早
期
再
開
を
実
現

す
る
応
急
、
復
旧
活
動

　
地
震
発
生
後
、
被
災
建
物
に
対
し

て
は
、
構
造
物
の
被
災
度
判
定
を
速

や
か
に
行
い
、
部
分
落
下
や
転
倒
、

倒
壊
の
危
険
性
を
判
定
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
判
定
に
基
づ
き
、

応
急
復
旧
で
は
構
台
の
設
置
や
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
打
設
、
鉄
骨
ブ
レ
ー
ス

の
設
置
な
ど
に
よ
り
、
被
災
建
物
の

余
震
に
よ
る
倒
壊
を
防
止
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
恒
久

的
復
旧
で
は
、
耐
震
壁
、
鉄
骨
ブ
レ

ー
ス
、
炭
素
繊
維
シ
ー
ト
巻
き
工
法

な
ど
に
よ
っ
て
、
被
災
建
物
の
耐
震

性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
、
早
期
再

開
後
の
安
定
し
た
企
業
活
動
の
継
続

に
つ
な
が
り
ま
す
。

気象庁が配信する緊急地震速報を受けて、地震の揺れがくる前に、

関係組織や施設、従業員などに警報を発して身の安全確保を促した

り、広範囲にある複数の建物の被災度を地震発生後数分で予測す

るなどして、事業継続を支援するシステムです。強い揺れが予想さ

れる場合は、エレベーターや生産・物流システムなどの制御、緊急停

止を行い、地震被害を軽減します。すでに銀行や工場、ホテル、建設

現場などに導入され、お客様の安全・安心に役立っています。

緊急地震速報を活用した「総合地震防災システム」

技術紹介

自然災害に備える

特 集 リスク社会を生き抜く

BCP策定を支援するシミズの技術

自然災害に備える
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総合地震防災システム

受信サーバー

気象庁

解析データ

制御信号

地震速報

気象業務支援
センター

緊急地震
速報

UPS
（無停電電源装置）

地震被災度
予測システム

複数の建物の
被災度予測

機器・設備
の最適な
制御など

警報による
安全確保の
促しなど

機器・設備
制御システム

即時情報
伝達・警報システム

技術紹介 技術紹介

建物や設備などの
被害や復旧期間を評価する「BCPナビ」

パソコンに建物や生産施設の仕様などのデータを入力するだけ

で、地震による建物や設備などの被害予想、復旧期間などを適

確に評価するシステムです。評価に基づく地震対策はメニュー

化されており、災害対策の費用対効果をシミュレーションするこ

ともできます。

最大地震（50年に10％の確率で
発生する地震）の場合の対策別
被害予想額（例）

対象施設の所在地における
地震危険度評価の表示（例）

大地震発生時の建物被災度や建物使用可否などを、建物に設

置したセンサーと受信装置によって、専門家がいなくても現地

ですぐに判定できるシステムです。被災地から離れた場所でも

被災状況を知ることができるオンラインシステムも取り揃えて

います。導入実績も増えつつあります。

常に建物の健康状態が把握できる
「構造ヘルスモニタリング」

計測通信装置
（送信機）

判定
シグナル
（青・黄・赤）

非接触計測
リーダー
（受信機）

最大変位
記録部

累積変位記録部

累積・最大変位
記録型センサー

123

※緊急地震速報は2007年10月1日より一般に提供が開始される予定です。



　
地
震
以
外
に
も
、
私
た
ち
の
周
り

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災
害
リ
ス
ク

が
あ
り
ま
す
。
施
設
の
立
地
条
件
や

事
業
内
容
に
よ
っ
て
は
、
地
震
と
同

様
に
事
前
の
対
策
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
地
震
後
に
大
規
模
な
津
波

が
発
生
す
る
と
、
沿
岸
地
域
で
は
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
ま
す
。
施
設
の
安
全

性
の
レ
ベ
ル
を
把
握
し
、
と
る
べ
き
対

策
を
事
前
に
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
被
災
後
の
被
害
軽
減
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
台
風
の
発
生

率
が
高
く
な
り
大
型
化
す
る
な
ど
異
常

気
象
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
連
続
し

て
襲
っ
て
く
る
台
風
や
想
定
外
の
突
風

な
ど
、
従
来
の
強
風
や
洪
水
、
土
砂
対

策
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
場
面
が
出
て

き
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
過
去
に
発
生
し
た
災

害
だ
け
を
想
定
す
る
の
で
は
な
く
、
対

象
や
対
象
物
の
特
性
を
考
慮
し
て
、
将

来
起
こ
り
う
る
各
種
の
災
害
を
想
定
し

た
防
災
対
策
が
必
要
で
す
。

津
波
・
台
風
・
水
害
対
策

火
災
に
強
い
構
造
体
に

　
建
築
基
準
法
の
性
能
規
定
化（
2
0
0
0

年
）
に
伴
い
、
規
定
さ
れ
た
個
別
の
対

策
を
行
う
他
に
、
建
物
全
体
が
火
災
に

対
し
て
強
く
安
全
で
あ
る
た
め
に
、
耐

火
性
能
、
避
難
安
全
性
能
を
高
め
る
設

計
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
防
耐
火
性
能
の
高
い
構
造

で
あ
る
、
火
災
に
連
動
し
て
働
く
防
火

設
備
が
充
実
し
て
い
る
、
避
難
経
路
が

確
保
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
施
設
の
性
能

を
高
め
る
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
建
物
と

シ
ス
テ
ム
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
事

　
シ
ス
テ
ム
だ
け
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
で
は
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し

て
は
不
十
分
で
す
。
例
え
ば
、
電
磁
シ

ー
ル
ド
を
用
い
て
内
部
の
情
報
が
外
に

漏
れ
な
い
よ
う
に
す
る
、
監
視
カ
メ
ラ

の
設
置
や
I
D
カ
ー
ド
を
用
い
た
入
退

出
を
監
視
す
る
な
ど
ハ
ー
ド
面
で
行
う

こ
と
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
へ
の
不
正
浸

入
や
、
内
部
で
の
情
報
運
用
管
理
に

情
報
漏
洩
や
火
災
な
ど

施
設
に
伴
う

リ
ス
ク
へ
の
対
策

過
去
の
例
だ
け
で
は
な
く
、
起
こ
り

う
る
被
害
を
想
定
す
る
こ
と
が
大
切

 技術紹介

「台風時の暴風や強風のシミュレーションシステム」
●局地風考慮の強風新評価システム
対象地点近くの地形が風に与える影響を、風向実験や数値計算により予測します。

●強風発生確率強化システム
台風をモデル化し、対象地点の強風の
特徴、稀に生じる強風の確率、風向特
性を評価します。

●火災フェイズ管理型防災システム
煙や室内温度上昇から火災を早期に判断し、避難
誘導のための非常放送設備や防火シャッターなど
の防災設備を適切に連動制御。早期の避難誘導
や火災の被害拡散防止に役立ちます。

●ドレンチャー水幕型防火区画システム
水の幕によって防火区画をつくり、火災からの放射
熱や熱気流を遮断し、室内の温度を下げ、炎症を
防ぎます。

●新しい耐火概念・設計システム
構造全体で解析、評価することで、構造全体が壊
れない合理的な耐火設計を実現します。

●制振システム
  （SSD,S-TMD,S-HMD）
建物の最上階に設置した容器に入った
水やおもりの周期を建物の周期に同
調させ共振させることで台風などの強
風による揺れを低減します。

最重要エリア
役員室

一般エリア
役員室

来訪者エリア
応接室

共用エリア
エントランス

重要エリア
インフラ設備室

サーバ室

犯罪や事故から施設を守る

技術紹介

 街区レベルで津波の被害を予測！

「津波被害予測システム」
実際の敷地形状や建物配置、従業員の在館

状況などに基づき、街区レベルでの津波被

害や避難行動の状況を高精度に予測するこ

とができるシステムです。

予測結果はCG動画を用いてわかりやすく表

示でき、防災対策の効果についても検証す

ることができます。

技術紹介

防火性能を高め、火災に
よる被害を防ぐ

技術紹介

水幕 ドレンチャー
ヘッド

非火災
空間

火災
空間

天井

エレベーターホールなど

火熱の遮断

 徹底した情報セキュリティ

「セキュアビル 」
「セキュアビル 」は施設セキュリティや情報セキュ

リティに対応した建物です。使用目的に合わせて施

設を最重要エリア、重要エリア、一般エリアなどに

分類します。例えば役員室を最重要エリアとし、電

磁シールドによる盗聴などの防止を図る、一般エリ

アではネットワークを利用したウィルスチェックを行

うシステムを構築するなど、それぞれに最適なセキ

ュリティシステムを提案します。

R

R

対
す
る
監
視
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
い
っ

た
ソ
フ
ト
の
面
と
を
総
合
的
に
考
え
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
建
物
と
シ
ス
テ
ム
、

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
互
い
を
見
直
す 

こ
と
で
見
え
な
か
っ
た
弱
点
が
発
見
で
き
、

複
合
的
に
強
化
策
の
検
討
を
行
う
こ
と
で
、

高
度
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
体
制
を
築
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
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犯罪や事故から施設を守る

特 集 リスク社会を生き抜く
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